Custom and Trade Automated Interface Requirements

	優先処理


優先処理は自動通商［輸出入申告］ｼｽﾃﾑ(ACS)が、顧客［ｸﾗｲｱﾝﾄ］の入力を能率良く処理する必要性に沿って区分けできるようにする。本機能の成否は以下に定義する優先等級の良心的かつ合理的な使用に依存する［の如何による］。その意図はACSが（未処理のまま）溜まっている場合にACSが実行すべきﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを選択することにある。合衆国・税関国境警備局(CBP)は全ての顧客［ｸﾗｲｱﾝﾄ］に優先処理に参加するよう奨励している。 

受信ﾃﾞｰﾀは４つの範疇に分類される： 

· SIS: １時間以内に地上国境貨物を引渡すために必要な入力。
· CAR:  貨物を今日中に引渡すために必要な入力。
· DIS: 顧客［ｸﾗｲｱﾝﾄ］のﾆｰｽﾞ［必要性］に沿った入力。
· OFF: 普通（通常の優先度）.

SIS: SIS入力はそのﾃﾞｰﾀの性質により（処理のための）非常に迅速な応答を要求する。このﾃﾞｰﾀに可能な限り最高の優先度が与えられる。この等級は、地上国境貨物であってその引渡しが今後１時間以内に起ることを求められるものの引渡しに必要なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを牽制することを目的とする。この等級のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは近い将来様々なｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･ｺｰﾄﾞにより設定されるかもしれない。 

CAR: 優先度CARはSISの指針に適合しないﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの貨物を引渡すべき必要性により限定される。これを指定された型のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ（例えば、貨物引渡し）に限定するのは不可能である。その代わりに、この等級の入力はその営業日当日以内に貨物を引渡すために必要なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを対象とする。貨物引渡し及び納税申告のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝには、それらがこの範疇に該当するかどうかを決定するために到着予定日がきっと使用されるだろう。本ﾌﾞﾛｯｸの範囲内で通関申告又は納税申告に関連するその他全てのﾄﾗﾝｻﾞｸｼﾖﾝ（例えば、CBPF-5106(輸入者識別番号入力ﾚｺｰﾄﾞ)の更新、実行関税率問合せ、通関申告問合せ）は本ﾌﾞﾛｯｸに含まれるものとする。
DIS: 優先度DISのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは、SIS又はCARの指針に該当しないが顧客［ｸﾗｲｱﾝﾄ］が緊急と考えるものである。重ねて、本ﾌﾞﾛｯｸの範囲内で通関申告又は納税申告に関連するその他全てのﾄﾗﾝｻﾞｸｼﾖﾝは併せて本ﾌﾞﾛｯｸに含まれるものとする。
OFF: OFF、即ち普通、優先度はその他全てのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを含む。全てのデータに、優先分類には構わず、ACS内部で優先度が与えられる。ACSが（未処理のまま）溜まっている場合に、本機能の恩恵が充分理解されるはずである。
（IBMの） Websphere MQと旧MQ Series入力 の優先度
MQ（ﾒｯｾｰﾄﾞ待ち行列）取引をする者向けに本機能を維持するために、入力メッセージ（個別にAからZ（文）で一組のもの）は所望の処理優先度にﾒｯｾｰｼﾞ記述子内の優先度ﾌｨｰﾙﾄﾞが割当てられていなければならない。（優先度割当ては以下の通り）
SIS = 9

CAR = 7

DIS = 5

NON = 3

各(MQ)取引者はそれらの個々の自動通関申告システム(ABI)処理要件に沿ってそれらの優先度を割当てなければならない。
ｺｰﾄﾞ
説明
SIS
１時間以内に地上国境貨物を引渡すために必要な入力に用いられる。 

CAR
貨物を今日中に引渡すために必要な入力に用いられる。 

DIS
顧客［ｸﾗｲｱﾝﾄ］のﾆｰｽﾞ［必要性］に沿った入力に用いられる。 

OFF
それに残った普通のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに用いられる。
++優先度 CAR 

A 制御文 

B制御文
貨物の引渡しに関連するﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ
Y制御文
Z制御文
A制御文
B制御文
その他貨物の引渡しに関連するﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ
Y制御文
Z制御文
++優先度 DIS 

A制御文
B 制御文 

顧客［ｸﾗｲｱﾝﾄ］が優先度が高いと考えるﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ
Y 制御文 

Z 制御文 

A 制御文 

B 制御文 

その他優先度が高いと考えられるﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ
Y 制御文 

Z 制御文 

++優先度 OFF 

通常優先度のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを提出するために必要なAからZ（文）で一組のもの全部。
· その種のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝがない場合に++優先度のﾚｺｰﾄﾞを送信してはならない。どんなﾌﾞﾛｯｸでも最初のAﾚｺｰﾄﾞの前にあるべき++優先度ﾚｺｰﾄﾞなしで差し出される場合、ｼｽﾃﾑはﾃﾞﾌｫﾙﾄを++優先度OFF（優先順位）にする。ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ･ﾌﾞﾛｯｸは上に示す順序で提出されなければならない。
· 各（A-Z文）ｾｯﾄ毎に異なるジョブを送信することで、又は各（A-Z文）ｾｯﾄを送信する毎にｻｲﾝｵﾝ/ｵﾌ［ﾛｸﾞｵﾝ/ｵﾌ］することでﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを分割する必要はない。CBPはｼﾞｮﾌﾞの意義の重要性をなくすACSへの機能強化を実施中である。複数個のジョブはただｼｽﾃﾑｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞを増加させるだけであって、電子的通関申告の目的を達せられなくする。
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